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本棚を整理したいので，溜まっている論文のメモを書いて未来への手紙とすることに
する．
この論文の束はウリゾーンの論文を集めたものだと思う．全部ドイツ語で書かれている
のでマジで読めない．1924年のウリゾーンの死後にアレキサンドロフが代理出版してい
たりするので，著者がアレキサンドロフになっていたりすることがある．グーグル翻訳の
カメラ機能を使ってなんとか読もうと努力した．
論文 [1] は読めなかった．なんかコンパクト空間の可算性と非可算性を研究しているよ
うな気がする．コンパクト空間の閉集合が Gδ ならば第一可算公理を満たすと言うような
ことを証明しているような気がする．
論文 [2] は読めなかった．何やら空間が Rn に同相?位相的埋め込み?であるための十分
条件を与えているような気がする．
論文 [3] は読めなかった．完全集積点，つまりその点の任意の近傍の濃度は全体空間の
濃度に一致するような点のことだが，これとコンパクト性の関係性を見ているような気が
する．昔の人がいうコンパクトはなんか微妙に意味が違ったりするので注意しないといけ
ない．ビコンパクトとかも．
論文 [4] は多分読めた．可分距離空間がヒルベルトキューブに位相的に埋め込めること
を示していると思う．
論文 [5] は読めなかった．平面の連結集合の話をしている気がする．
論文 [6] はコンパクト空間が距離化可能であるための必要十分条件は第二可算というこ
とを証明していると思う．
論文 [7] は連結ハウスドルフ可算空間を構成していると思う．
論文 [8] はウリゾーンの距離化可能定理：第二可算な正規空間は距離化可能である，を
証明している．現代と変わらない証明が展開されてて面白い．
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論文 [9] は読めなかった．この論文は普通に解析学の研究をしている．ウリゾーンの一
番最初の研究領域は解析学という話を聞いたことがあるような気がする．
論文 [10] は連続体の論文で connected im kleinen (cik) を使って何かしているようだ．
よめなかった．

参考文献
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tinua, Math. Ann. 98 (1928), no. 1, 296–308, DOI:10.1007/BF01451595. MR

1512406

2


